
6 文化・スポーツ 
 

（１）文化 

① 主な文化施設の年間利用者数 ..................................... 147 

② 音楽イベントの来場者・参加者数 ................................... 148 

③ 音楽イベントのボランティア数 .......................................... 149 

④ 仙台フィルハーモニー管弦楽団の公演数 ............................ 150 

 

（２）スポーツ 

① スポーツ施設の年間利用者数 ....................................... 151 

② 仙台国際ハーフマラソン大会の参加者数 ............................ 152 

③ プロスポーツの観客動員数 ............................................ 153 

 



 



- 147 - 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

137  95  136  137  103  146  134  133  

48  
40  

54  55  
13  

46  52  29  

310  

104  

294  293  

286  

286  255  281  

294  

196  

259  251  

246  
185  213  207  

89  

60  

94  83  

94  86  84  73  

144  

54  

139  142  

132  147  147  155  

0  

0  

43  73  

88  83  92  89  

291  

258  

319  326  
336  311  

252  295  

37  

27  

41  
58  

67  64  
57  

62  

226  

272  

259  
245  

228  293  

254  

357  

167  

136  

179  177  

123  
149  

152  

153  51  

23  

39  38  

39  

39  

38  

37  
1,795  

1,266  

1,856  1,879  

1,756  

1,835  

1,730  

1,871  

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

エル・ソーラ仙台 

エル・パーク仙台 

国際センター 

文学館 

青年文化センター 

宮城野区文化センター 

太白区文化センター 

若林区文化センター 

市民会館 

泉文化創造センター 

広瀬文化センター 

戦災復興記念館 

（千人） 

（年度） 

６.文化・スポーツ （1）文化

文化施設の年間利用者は、延べ 170~190万人 

➤ 「国際センター」「青年文化センター」「泉文化創造センター」の利用者が多い。 

 
 １ 主な文化施設の年間利用者数

出典：市民局資料、文化観光局資料 

注：H22～23年度は東日本大震災による休館期間あり。H24年度に宮城野区文化センター、H27年度に国際センター展示棟オープン。 
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６.文化・スポーツ （1）文化

 
 ２ 音楽イベントの来場者・参加者数

「ジャズフェス」の観客数は、79万人 

➤ 「せんくら」「仙台国際音楽コンクール」も、回を重ねるごとに増えている。 

仙台国際音楽コンクール
【右軸】 

出典：文化観光局資料 

注：定禅寺ストリートジャズフェスティバルは、観客数。 

仙台クラシックフェスティバルは、来場者数＋出演者数の合計。 

仙台国際音楽コンクールは、入場者＋申込者（出演者含む）の合計。 

定禅寺ストリート 

ジャズフェスティバル【左軸】 

仙台クラシック
フェスティバル
【右軸】 
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６.文化・スポーツ （1）文化

 
 ３ 音楽イベントのボランティア数

「ジャズフェス」のボランティア数は、近年伸びている 

➤ 「せんくら」「仙台国際音楽コンクール」は横ばい傾向にある。 

定禅寺ストリートジャズフェスティバル 

仙台クラシック
フェスティバル 

仙台国際音楽コンクール 

出典：文化観光局資料 
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６.文化・スポーツ （1）文化

 
 ４ 仙台フィルハーモニー管弦楽団の公演数

平成 29年度の公演数は、114公演 

➤ 年回の公演数は横ばい傾向にある 

出典：事業報告（仙台フィルハーモニー管弦楽団） 

注：定期演奏会、特別演奏会、依頼演奏会の合計。 
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６.文化・スポーツ （2）スポーツ

 
 １ スポーツ施設の年間利用者数

スポーツ施設の利用者数は、300万人弱 

➤ 震災の影響で H23年度は落ち込んだが、その後は震災前を上回る水準で推移している。 

出典：市政のしおり（議会事務局） 

注：仙台市体育館、若林体育館、青葉体育館・仙台市武道館、宮城広瀬総合運動場、秋保体育館、長袋グラウンド、馬場グラウンド、泉総合運動場 

泉海洋センター、鈎取球場、根白石温水プール、今泉運動場、葛岡温水プール、中田温水プール、高砂庭球場、鶴ケ谷温水プール、水の森温水プー 

ル、若林日辺グラウンド、仙台市屋内グラウンド、川内庭球場、北中山コミュニティグラウンド、茂庭庭球場、新田東総合運動場、出花体育館、仙台市 

陸上競技場の合計。若林日辺グラウンドは、仮設住宅用地として使用していたことから、H23～29年度は休止している。 
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６.文化・スポーツ （2）スポーツ

 
 ２ 仙台国際ハーフマラソンの参加者数

杜の都ハーフの参加者数は、約 13,000人 

➤ H24年大会より、１万人規模の国際大会へとリニューアルされた。 

出典：市政のしおり（議会事務局） 

注：H23年は震災のため中止。 
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出典：文化観光局資料 

注：ホームゲーム観客動員数 

６.文化・スポーツ （2）スポーツ

 
 ３ プロスポーツの観客動員数

東北楽天の観客動員数は 170万人を突破 

➤ サッカーは減少、バスケは増加傾向にある。 

東北楽天ゴールデンイーグルス（右軸） 

ベガルタ仙台 

仙台 89ERS マイナビベガルタ
仙台レディース 
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７.コミュニティ・市民活動 （1）町内会

町内会加入率は８割 

➤ 年々、低下傾向にある。 

 
 １ 町内会加入率

出典：【上】区政概要（市民局）、【下】Ｈ29指定都市地域振興主管者会議資料 

注：政令市比較は調査時点が統一されていない（仙台市は H29.6.1現在）。 
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（18政令市中） 

（％） 

（H29年度） 



- 155 - 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72

54

44

31

14
9 9 9 7 6 6 6

0

20

40

60

80

役
員
の
高
齢
化
や
成
り
手
不
足

役
員
を
中
心
に
特
定
の
人
に
負
担
が
集
中

会
員
の
高
齢
化

行
事
の
参
加
者
が
少
な
い

（
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
）

行
政
か
ら
の
依
頼
事
項
が
多
い

未
加
入
世
帯
の
増
加

集
会
す
る
場
所
が
な
い

新
旧
住
民
の
交
流
が
難
し
い

事
務
負
担
が
大
き
い

新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

活
動
費
の
不
足

そ
の
他

（％）

７.コミュニティ・市民活動 （1）町内会

 
 ２ 町内会組織運営上の課題

町内会の運営課題は、「役員の高齢化や成り手不足」７割 

➤ 次いで、「特定の人に負担集中」「会員の高齢化」などが挙がっている。 

出典：仙台市町内会等実態調査（まちづくり政策局） 

注：H26年 8～9月実施。 
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７.コミュニティ・市民活動 （1）町内会

 
 ３ 町内会活動の担い手

中心的な担い手は「退職者・年金受給者」「専業主婦」 

➤ 平日の日中に地域活動ができる人に依存している。 

出典：仙台市町内会等実態調査（まちづくり政策局） 

注：H26年 8～9月実施。「現在、町内会活動を中心的に担っている人」 
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７.コミュニティ・市民活動 （1）町内会

 
 ４ 町内会長の年齢

町内会長の約９割は 60代以上 

➤ 70代が最も多く、高齢化が進んでいる。 

出典：仙台市町内会等実態調査（まちづくり政策局） 

注：H26年 8～9月実施。 
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７.コミュニティ・市民活動 （2）市民活動

 
 １ 市民センターの年間利用者数

市民センターの利用者数は、約 320万人 

➤ 震災前を上回る水準で推移している。 

出典：事業概要（市民局） 

注：H22～23年度は震災のため一部休館。 
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７.コミュニティ・市民活動 （2）市民活動

 
 ２ NPO法人数

NPO法人は 412団体 

出典：【上】市民局資料、【下】ＮＰＯ統計情報（内閣府） 

注：仙台市所管分（NPO法人の認証等事務権限は H24年 4月に宮城県から仙台市に移譲）【右下】宮城県分には仙台市認証分は含まない 
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７.コミュニティ・市民活動 （2）市民活動

 
 ３ 市民活動サポートセンターの年間利用者数

サポセンの利用者数は、63,913人 

➤ 震災時は一時的に落ち込んだが、その後は震災前の水準を上回って推移している。 

出典：事業概要（市民局） 
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７.コミュニティ・市民活動 （2）市民活動

 
 ４ NPOの主な活動分野

活動分野は「障害者福祉」「子どもの健全育成」など幅広い 

出典：宮城県 NPO活動実態・意向調査[仙台市内に事務所を置く NPO分]（市民局） 

注：H25.12月調査 
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７.コミュニティ・市民活動 （2）市民活動

 
 ５ NPOの活動上の問題点

２大課題は、「人材不足」「資金不足」 

➤ 他に、「人材の世代交代」「広報・PR」「中長期的なビジョン等の不足」が挙げられている。 

出典：宮城県 NPO活動実態・意向調査[仙台市内に事務所を置く NPO分]（市民局） 

注：H25.12月調査 
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８.市民生活 （1）住まい

持ち家率は約半数 

➤ 10年前から、横ばいで推移している。 

 
 １ 持ち家率

出典：国勢調査結果（総務省統計局） 

注：「住宅に住む一般世帯」に占める「持ち家世帯」の割合。 
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空き家率【右軸】 

８.市民生活 （1）住まい

 
 ２ 空き家数

管理不全になるおそれが高い「空き家」は増加 
➤ 東日本大震災の影響により、空き家の総数は平成 25年に減少したが、具体的な用途が 
決まっていない「その他の空き家」は一貫して増加傾向にある。 

出典：住宅・土地統計調査（総務省） 

注：空き家率＝空き家数／住宅総数。 

「空き家」とは、人が住んでいない住宅のことで、そのうち「その他の空き家」とは「二次的住宅（別荘など）」「賃貸用の住宅」「売却用の住宅」を除く 

ものを指す。 
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８.市民生活 （1）住まい

 
 ３ 市営住宅管理戸数

市営住宅管理戸数は、約 8,600戸 

➤ H29年度は鶴ヶ谷第一市営住宅 5号棟が管理開始した。 

出典：都市整備局資料 
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８.市民生活 （2）治安

 
 １ 刑法犯認知件数、検挙件数

刑法犯認知件数、検挙件数ともに減少 

➤ 検挙率は３割水準で推移している。 

出典：【上】宮城県警察資料【左下】各都道府県警察資料、【右下】警察白書（警察庁） 

政 令 市 

 

8位 
（20政令市中） 

認知件数 

（H27年、件） 

東 北 各 県 
 
 

（H28年、件） 
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19％ 
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８.市民生活 （2）治安

 
 ２ 交通事故発生件数

交通事故発生件数は、減少している 

➤ H28年以降、4,000件を下回っている。 

出典：【上】宮城県警察資料、【左下】各都道府県警察資料、【右下】警察白書（警察庁） 
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出典：消防局資料 

８.市民生活 （2）治安

 
 ３ 火災発生件数

火災発生件数は、減少している 

➤ H27年以降は、300件を下回っている。 
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出典：【上】消防局資料、【左下】各市消防局資料、【右下】消防白書（消防庁） 

８.市民生活 （2）治安

 
 ４ 救急出場件数

救急出場件数は、増加している 

➤ H29年は、救急業務を開始して以来の最多出場件数となった。 
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８.市民生活 （2）治安

 
 ５ 救急搬送人員

救急搬送人員も、増加している 

➤ H29年は、救急業務を開始して以来の最多搬送人員となった。 
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既に何らかの防犯活動に参加している 機会があれば参加したい 参加しようと思わない 無回答 

（％） 

８.市民生活 （2）治安

 
 ６ 住民による自主的な防犯活動等に対する意識

地域の防犯活動への参加意向は低下している 

➤ 必要性は感じるものの、「自分が参加したい」という意識は低下している。 

出典：安全安心街づくりに関する市民意向調査（市民局） 

● あなたは、地域の防犯活動は必要だと思いますか（防犯活動の必要性） 

● あなたは、地域の防犯活動に参加したいと思いますか。（防犯活動への参加意向） 
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８.市民生活 （3）迷惑行為

 
 １ 自転車の事故

自転車事故は、減少している 

➤ 10年前に比べて、ほぼ半減している。 

出典：仙台市安全安心街づくり基本計画（市民局） 

注：宮城県警察本部から提供されたデータを基に作成 
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（年度） 

８.市民生活 （3）迷惑行為

 
 ２ 放置自転車

放置自転車は減少している 

➤ H22年度に大きく減少してからも、毎年減少が続いている。 

出典：仙台市安全安心街づくり基本計画（市民局） 

注：放置自転車等撤去台数（自転車＋バイク） 
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８.市民生活 （3）迷惑行為

 
 ３ 違法駐車

違法駐車は、H26年以降 10,000件を下回る 

➤ 10年前に比べて半減している。 

出典：仙台市安全安心街づくり基本計画（市民局） 

注：駐車違反検挙状況。宮城県警察本部から提供されたデータを基に作成。 



- 175 - 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29  

20  

22  

12  

20  
19  

11  

3  4  
5  

3  

0

5

10

15

20

25

30

H19

(2007)

H20

(2008)

H21

(2009)

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

（人） 

（年度平均） 

８.市民生活 （3）迷惑行為

 
 ４ 歩きたばこ

歩行喫煙防止重点区域内の歩きたばこ者数は減少している 

➤ 10年前の 1/7 にまで減少している。 

出典：市民局資料 

注：歩行喫煙防止重点区域内５箇所の午後５時から６時までの１時間の平均。 
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８.市民生活 （4）男女共同参画

 
 

審議会等への女性登用率は上昇している 

➤ 目標の「40%以上」に近づきつつある。 

１ 審議会等委員への女性登用率

出典：【上】市民局資料、【下】H29地方公共団体における男女共同参画社会の形成又は女性に関する施策の推進状況（内閣府） 

注：【上】行政委員会を除く。【右下】山形県は H29年 3月 31日現在。 

東 北 各 県 
 
 

東北各県 

3割程度 

（H29年 4月１日、％） 

政 令 市 

 

（H28~29年、％） 

6位 

（20政令市中） 
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８.市民生活 （4）男女共同参画

 
 

市役所の女性管理職比率は上昇している 

➤ 目標の「20%以上」に近づきつつある。 

２ 市役所における女性管理職の割合

出典：【上】総務局資料、【下】都道府県別全国女性の参画マップ（内閣府） 

注：各年 4月 1日。【上】市長部局対象。【下】都道府県の地方公務員管理職に占める女性割合。管理職とは、課長相当職及び部局長・次長相当職。 

東 北 各 県 
 
 

（H29年、％） 

東北各県 

1割未満 
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８.市民生活 （5）消費 

 
 

家計消費支出は H27年からやや落ち込みがみられる 

➤ H23年は一時的に落ち込んだ。 

１ 家計消費支出

実収入 

可処分所得 

消費支出 

出典：家計調査年報（総務省） 

注：１世帯当たり１か月間の収入と支出（二人以上の世帯のうち勤労者世帯・農林漁家世帯を含む）。 

政 令 市 

 

東北各県（県庁所在地） 
 
 

（消費支出（千円）、 

H29年平均） 

（消費支出（千円）、 

H29年平均） 

14位 
（20政令市中） 
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出典：【上】家計調査年報（総務省）、【下】小売物価統計調査（総務省） 

注：【上】消費者物価指数（総合）、【下】消費者物価地域差指数。全国平均＝100 とした場合の H29年平均。持家の帰属家賃を除く総合である。 

８.市民生活 （5）消費

 
 

消費者物価指数はここ数年上昇している 

➤ H26年からの上昇は、光熱・水道費の指数上昇が影響している。 

２ 消費者物価指数
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９.環境・杜の都 （1）温暖化

年平均気温は、100年で 2.3℃上昇 

➤ 仙台市は、真冬日と真夏日の合計が政令市で最も少なく、過ごしやすい気候といえる。 

 
 １ 年平均気温・真夏日・真冬日

 
政 令 市 

出典：気象統計情報（気象庁） 

注：年間の真夏日（最高気温 30℃以上）、真冬日（最高気温 0℃未満）の日数。 

17政令市比較は、平年値（1981~2010年の 30年平均値）。 
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９.環境・杜の都 （1）温暖化

 
 ２ 温室効果ガス排出量

温室効果ガス排出量は震災の翌年度に急増 

➤ その後、震災前の水準まで戻っていない。 

出典：仙台市の温室効果ガス排出量（環境局） 

注：H28年度は速報値。各種統計資料が過去に遡って更新される場合があるため、数値が変更となる可能性がある。 



- 182 - 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,293  1,298  1,303  1,314  1,315  1,315  

1,521  1,537  
1,636  

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

H22

(2010)

H23

(2011)

H24

(2012)

H25

(2013)

H26

(2014)

H27

(2015)

H28

(2016)

H29

(2017)

H30

(2018)

（ha） 

（年） 

９.環境・杜の都 （2）自然共生

 
 １ 都市公園面積

都市公園面積は 1,636ha 

➤ 近年増加傾向にある。 

出典：建設局資料 

注：各年 4月 1日。 
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９.環境・杜の都 （2）自然共生

 
 ２ 緑被率

緑被率（全市域）は 79.3％ 
➤ いずれの区域においても緑被率は上昇しているが、主に津波被害に伴う一時的な草地面積
の増加によるものであり、一方で樹林地面積は減少している。 

政 令 市 

 

（％） 

出典：建設局資料 

注：緑被率とは、緑被地（樹林、草、芝などで覆われた土地や農耕地及び水面）面積の対象区域全体面積に対する割合 

   【下】実施年度及び調査方法については、各都市によって異なるため単純な比較はできない 
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出典：事業概要（建設局） 

注 ：各年度４月１日現在 

９.環境・杜の都 （2）自然共生

 
 ３ 街路樹（高木）植栽状況

街路樹（高木）本数は約５万本 

➤ H22年度をピークに近年減少傾向にある。 
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９.環境・杜の都 （2）自然共生

 
 ４ 有害鳥獣による農作物被害

イノシシによる農作物被害が主である 

➤ 被害額は年によってバラつきがある。 

出典：経済局資料 

注：「その他」は、スズメ、ハクビシン等。 
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９.環境・杜の都 （3）ごみ

 
 １ ごみ総量

震災の H23年度に大幅に増加 

➤ 翌年から減少傾向にあるものの、震災前の実績までには回復していない。 

出典：【上】事業概要（環境局）、【下】一般廃棄物処理実態調査（環境省） 

注：ごみ総量＝生活ごみ・事業ごみの量の合計。 

政 令 市 

 

（H28年度、千ｔ） 
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９.環境・杜の都 （3）ごみ

 
 ２ もやすごみの量

もやすごみの量も、H23年度に大幅に増加 

➤ 翌年から減少傾向にあるものの、震災前の実績までには回復していない。 

出典：【上】事業概要（環境局）、【下】一般廃棄物処理実態調査（環境省） 

注：リサイクルされないごみの量。 

政 令 市 

 

（H28年度、千ｔ） 
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９.環境・杜の都 （3）ごみ

 
 ３ 市民 1人１日当たりの家庭ごみ排出量

家庭ごみも H23年度に大幅に増加 

➤ 翌年から減少に転じ、震災前よりも少なくなった。 

出典：【上】事業概要（環境局）、【下】環境局資料 

政 令 市 

 

10位 

（20政令市中） 

（H26年度、ｇ） 
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９.環境・杜の都 （3）ごみ

 
 ４ リサイクル率

リサイクル率は 3割弱 

➤ H23年度に一時的に低下したが、その後は横ばいが続いている。 

出典：事業概要（環境局） 

注：リサイクルする資源の割合。 
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行楽地や屋外のレジャーで出たごみは持ち帰る 

家族で自然や環境問題について話し合う 

環境問題に関する講習会やシンポジウムに参加する 

環境に関する市民団体のメンバーとして活動する 
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９.環境・杜の都 （3）ごみ

 
 ５ 日常生活における環境配慮行動

「空き缶等の分別」「詰め替え製品の購入」「野生植物の保護」 
「ごみの持ち帰り」「照明 OFF」は６割以上が常に実践している 

➤ 前回調査に比べて上昇した項目は、「マイバッグ持参」「環境にやさしい車の購入」など。 

出典：杜の都環境プラン（環境局） 

注：杜の都環境プラン市民意識調査～「常にしている」と回答した人の割合。 
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10.医療・健康 （1）医療

診療所（一般、歯科）は増加 

➤ 病院数は 60施設が続いていたが、H27年以降減少している。 

 
 １ 医療施設数

歯科診療所 

一般診療所 

病院 

出典：医療施設調査（厚生労働省） 

注：各年 10月 1日。 

政 令 市 

 

（H28年、施設数） 

12位 

（20政令市中） 
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10.医療・健康 （1）医療

医師等の医療従事者は増加している 

➤ この 4年間で最も伸び率が高いのは「看護師」（+13.8％、+1,277人増）。 

 
 ２ 医療施設従事者等届出数

その他 

准看護師 

看護師 

薬剤師 

医師 

歯科医師 

出典：【上】健康福祉局資料、【下】各市統計資料 

注：「その他」は、保健師、助産師、歯科衛生士、歯科技工士の合計。 

政 令 市 

 

11位 

（20政令市中） 

注：人口 1,000人当たり医療施設従事者数（常勤換算） 

＝医療施設従事者実数（常勤換算）／H26年 10月 1日時点推計人口×1,000 
（H26年、人） 
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10.医療・健康 （2）健康

男性 40~60代で「肥満」が多い 

➤ 女性は年齢が上がるにつれて肥満者割合が上昇している。 

 
 １ 肥満者割合

女  性 
 
 

男  性 

 

出典：いきいき市民健康プラン（健康福祉局） 

注：BMI25.0以上を「肥満」とする。 
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10.医療・健康 （2）健康

自殺者数はここ数年減少傾向にある 

➤ H23年以降、減少傾向が続く。 

 
 ２ 自殺者数

出典：人口動態調査（厚生労働省） 

注：【下】人口 10万人当たり自殺者数 
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（H27年、人） 
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10.医療・健康 （2）健康

喫煙率は低下している 

➤ 喫煙率は、男性のほうが高い。 

 
 ３ 喫煙率

女性 

出典：いきいき市民健康プラン（健康福祉局） 

注：仙台市民の健康意識等に関する調査報告書 

男性 
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10.医療・健康 （2）健康

ストレスを大いに感じている人の割合は、女性のほうが高い 

➤ 前回調査に比べて、男女ともに割合が低くなった。 

 
 ４ ストレスを大いに感じている人の割合

男性 

女性 

出典：いきいき市民健康プラン（健康福祉局） 

注：仙台市民の健康意識等に関する調査報告書 
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11.福祉 （1）高齢者

高齢化率は上昇 

➤ H32年度には 25％となり、H42年度には 3割に迫る見込みである。 

 
 １ 高齢化率・高齢者数

東 北 各 県 
 
 

政 令 市 

 

3位 
（20政令市中） 

高齢化率の 
低い順で 

出典：【上下】国勢調査結果（総務省統計局）、【上】仙台市将来人口推計（まちづくり政策局） 

（H27年、％） 

注：H27年度までは実績、H32年以降は推計。人口総数（実績）は年齢不詳を含まない。 
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11.福祉 （1）高齢者

高齢者を支える働き手世代は減少 

➤ H27年では高齢者 1人あたり 2.9人だが、H52年には 1.7人にまで減少する見込み。 

 
 ２ 高齢者１人あたり生産年齢人口

東 北 各 県 
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3位 

（20政令市中） 

出典：【上・下】国勢調査結果（総務省統計局）、【上】仙台市将来人口推計（まちづくり政策局） 

（H27年、人） 

注：H27年度までは実績、H32年以降は推計。 
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11.福祉 （1）高齢者

男女ともに平均寿命は延伸している 

➤ 女性 87.6歳、男性 81.7歳。 

 
 ３ 平均寿命

東 北 各 県 
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仙台市は 

平均寿命が長い 

男性 

 

（20政令市中） 

男性 2位 

女性 4位 

（H27年、年） 

（H27年、年） 

出典：【上、左下】市区町村別生命表（厚生労働省）、【右下】都道府県別生命表（厚生労働省） 

注：都道府県別生命表と市区町村別生命表は死亡率の算定手法などの作成手法が異なる。 

女性 

全国 
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11.福祉 （1）高齢者

高齢単身者数は 45,035人 

➤ 高齢単身比率も上昇し、高齢者の５人に 1人は単身者である。 

 
 ４ 高齢単身者数

政 令 市 

 

（H27年、％） 

出典：国勢調査結果（総務省統計局） 

注：高齢単身比率（65歳以上）＝高齢単身者数／高齢者数（合計）×100  H2以外は年齢「不詳」を除く 
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11.福祉 （1）高齢者

高齢者の楽しみは、「友人・知人とのつきあい」「趣味・学習」 

➤ 一方、高齢者の約半数は、趣味などのグループやボランティアに参加していない。 

 
 ５ 楽しさや生きがい、社会参加の状況

出典：仙台市高齢者一般調査（健康福祉局） 

楽しさや生きがいを感じること 

 

社会参加の状況 
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11.福祉 （1）高齢者

老人クラブ会員数は減少している 

➤ H28年度末で、会員数は 20,352人、加入率は 6.7%。 

 
 ６ 老人クラブ会員数

出典：福祉行政報告例（厚生労働省）、住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数（総務省） 

注：【上】60歳以上人口は各年 1月 1日現在、ただし、平成 24年度以前は各年 3月 31日現在 

   加入率は「60歳以上の人口総数」に占める会員の割合。 

東 北 各 県 
 
 

政 令 市 

 

16位 

（20政令市中） 

東北の中では 

低い水準 

（H28年度末、％） （H28年度末、％） 



- 203 - 

68

68

87

32

52

59

91

17.4

17.6

14.8

13.7

15.0

17.1

16.7

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

0 50 100 150 200

青森県

岩手県

宮城県

(仙台市)

秋田県

山形県

福島県

35

36

65

91

45

28

44

27

47

100

42

32

25

124

33

32

37

30

55

59

17.7

17.5

17.2

16.7

16.0

16.0

15.8

15.2

15.1

15.0

14.9

14.7

14.6

14.4

13.7

13.7

13.5

13.3

13.2

12.3

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0

0 50 100 150 200

静 岡 市

浜 松 市

京 都 市

名古屋市

広 島 市

岡 山 市

川 崎 市

熊 本 市

福 岡 市

大 阪 市

さいたま市

新 潟 市

相模原市

横 浜 市

千 葉 市

仙 台 市

北九州市

堺 市

神 戸 市

札 幌 市

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12,449  

17,632  17,755  
19,003  

21,671  

32,097  

15.5 

16.8 

13.3 

11.7 11.3 13.7 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H2

(1990)

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

就業者（65歳以上） 就業率（65歳以上） 

（人） 

（年） 

（％） 

11.福祉 （1）高齢者

高齢者の就業者は 13.7％ 

➤ 高齢者の就業率は低下傾向だったが、H27年に上昇に転じた。 

 
 ７ 高齢者の就業率

出典：国勢調査結果（総務省統計局） 

注：就業率は「65歳以上の人口総数」に占める「65歳以上の就業者数（主に仕事）」の割合（労働力状態「不詳」を含む）。 
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11.福祉 （1）高齢者

現在の就労率、今後の就労意向ともにやや上昇 

➤ H28年の就労率は 21.2％、今後の就労意向は 27.9％。 

 
 ８ 高齢者の就労状況・就労意向

現在の仕事の有無 

 

出典：仙台市高齢者一般調査（健康福祉局） 

今後の仕事の意向 
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11.福祉 （2）介護

介護保険第１号被保険者（65歳以上）は H37年度に 

約 27万３千人にまで増加する見込み 

 
 １ 介護保険第１号被保険者数（65歳以上）

出典：仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（健康福祉局） 

注：H29年度までは実績（各年 10月 1日））、H30年度以降は推計。 
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11.福祉 （2）介護

要介護等認定者は H37年度に約 5万 7千人にまで増加する 

見込み 

 
 ２ 要介護等認定者数

出典：仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（健康福祉局） 

注：H29年度までは実績（各年 10月 1日）、Ｈ30年度以降は推計。 

   出現率＝要介護等認定者数／第 1号被保険者数 
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11.福祉 （2）介護

認知症高齢者は推計 3万 8千人 

➤ H42年度には 7万人にまで増加する見込みである。 

 
 ３ 認知症高齢者数

出典：仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（健康福祉局） 

注：糖尿病の有病率の上昇に伴い、認知症有病率が上昇する場合 

   65歳以上人口（国立社会保障・人口問題研究所「将来人口推計（H25.3）」を基に、「日本における認知症の高齢者人口の将来人口推計に 

関する研究（平成 26年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業 九州大学 二宮教授）」より推計 
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11.福祉 （2）介護

Ｈ28年の介護サービス等利用者数は約 4万人 

➤ H22年以降増加傾向にある。 

 
 ４ 介護サービス等利用者数

出典：仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（健康福祉局） 

注：各年 10月。平成 28年度の地域密着型サービスの増加は、18名以下デイサービスから地域密着型サービスへ移行した影響によるもの 

施設サービス 地域密着型サービス 

居宅サービス 
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11.福祉 （2）介護

特別養護老人ホームの定員数は 3,780人 

➤ 年々整備が進んでおり、入居申込者は減少傾向にある。 

 
 ５ 特別養護老人ホームの定員数・入居申込者数

出典：【上】事業概要（健康福祉局）、健康福祉局資料、【下】平成 27年度福祉行政報告例（厚生労働省） 

注：【上】定員数は 7月 1日現在、入居申込者数は 4月 1日現在。入居申込者とは入居申込をしているがまだ入居していない者のことを示す。 

東 北 各 県 
 
 

政 令 市 

 

14位 

（20政令市中） 

東北シェア 

8.2％ 

（H27年度末、定員数（人）） 

（H27年度末、定員数（人）） 
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11.福祉 （3）障害者

障害者手帳保持者数はこの 6年で 6,000人以上増加 

➤ 「精神障害者保健福祉手帳保持者」と「療育手帳保持者」が特に増加傾向にある。 

 
 １ 障害者手帳保持者数

出典：健康福祉局資料 

注：身体障害者手帳保持者数＋療育手帳保持者数＋精神障害者保健福祉手帳保持者数の合計。 
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11.福祉 （3）障害者

障害者実雇用者数は 1.82％ 

➤ 年々増加している。 

 
 ２ 障害者実雇用率

出典：障害者雇用のようす（宮城労働局） 

注：ハローワーク仙台管内に本社を有する常用雇用労働者が 50人（平成 24年までは 56人）以上の民間企業（独立行政法人（平成 25年まで

は特殊法人）は 43.5人（平成 24年までは 48人）以上）の各年 6月 1日現在における雇用状況。 
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11.福祉 （3）障害者

障害福祉サービス等利用者数は増加している 

➤ この 7年で 1.6倍（3,700人増）になった。 

 
 ３ 障害福祉サービス等利用者数

出典：仙台市障害者保健福祉計画（健康福祉局） 
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出典：健康福祉局資料 

11.福祉 （4）生活保護

生活保護世帯数は増加している 
➤ 内訳では、高齢者世帯の増加が顕著である。 
➤ 人口 1,000人当たり保護率は、ここ数年は高止まりがみられる。 

 
 １ 生活保護世帯数・保護率
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出典：【上】ホームレス自立支援等実施計画（健康福祉局）、【下】ホームレスの実態に関する全国調査（厚生労働省） 

11.福祉 （5）路上生活者

ホームレス数は、ここ 10年は横ばいで推移 

➤ H23年は 130人にまで増加したが、近年は 100人前後で推移している。 

 
 １ ホームレス数

東 北 各 県 
 
 

政 令 市 

 

注：ホームレスの実態に関する全国調査（目視による概数調査）。H11、13、16、17年は独自調査。 

6位 

（20政令市中） 
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12.まちづくり （1）中心市街地

人口集中地区は、人口・面積ともに増加 

➤ 市面積の 19％を占めるエリアに、市人口の 92. 6％が住んでいる。 

 
 １ 人口集中地区人口

出典：国勢調査結果（総務省統計局） 

注：人口集中地区とは、国勢調査基本単位区等を基礎単位として、(1)原則として人口密度が 1㎢当たり4,000人以上の基本単位区等が市区町村の境域 

内で互いに隣接して、(2)それらの隣接した地域の人口が国勢調査時に 5,000人以上を有する地域。 
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12.まちづくり （1）中心市街地

市街化区域 180.1㎢、市街化調整区域 262.9㎢ 
 
➤ 市街化を促進する区域（市街化区域）と抑制する区域（市街化調整区域）を指定し、 
計画的に市街化を図っている。 

 
 ２ 都市計画区域面積（市街化区域・市街化調整区域）

出典：仙台の都市計画（都市整備局）、都市整備局資料 

注：仙台市域内。 

市街化区域 

 
市街化 
調整区域 

都市計画区域 

（年月） 
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12.まちづくり （1）中心市街地

平成 30年は平日、休日ともに全体の通行量が約１％増加 
➤ 東西自由通路の拡幅や大型店の出店に伴い、「仙台駅・東西自由通路」の通行量は大幅 

   に増加したが、平成 30年調査では減少に転じた。エリア全体としては増加傾向にある。 

 
 ３ 中心部歩行者通行量

出典：仙台市内中心部商店街の通行量調査（仙台市、仙台商工会議所） 

注：９時～20時の 11時間の通行量。H23年度は震災のため実施していない。【下】H27 は参考値。 

（年） 

平  日 

休  日 

（年） 



- 218 - 

10 415

8 044

7 253

4 998

3 719

3 360

3 066

2 537

2 366

2 322
2 012

1 669

1 621

1 531

1 499

1 326

1 228

1 096

883

879

0 5,000 10,000 15,000

大 阪 市

横 浜 市

名古屋市

札 幌 市

京 都 市

神 戸 市

北九州市

広 島 市

さいたま市

仙 台 市

千 葉 市

川 崎 市

新 潟 市

岡 山 市

福 岡 市

堺 市

浜 松 市

相模原市

熊 本 市

静 岡 市

1,684

1,337

4,145

2,322

1,204

1,505

2,527

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000

青森県

岩手県

宮城県

(仙台市)

秋田県

山形県

福島県

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

123,377  

110,320  

145,212  

179,503  

149,960  

181,411  

0

50,000

100,000

150,000

200,000

H19 

（1997） 

H24 

（2012） 

H26 

（2014） 

年間商品販売額 売場面積 （百万円、㎡） 

12.まちづくり （1）中心市街地

百貨店・総合スーパーは販売額・売り場面積ともに増加 

➤ H26年の年間販売額は 1,452億円。売り場面積は 18万㎡。 

 
 ４ 百貨店・総合スーパーの年間販売額 

出典：【上】商業統計（経済産業省）、経済センサス（総務省）、【下】商業動態統計（経済産業省） 

注：【上】H19、H26年は商業統計（経済産業省）。H24年は経済センサス（総務省）のため、参考値。 

（H28年、億円） 

 
政 令 市 

 
東 北 各 県 

10位 
（20政令市中） 

東北シェア 

18.7％ 

（H28年、億円） 
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12.まちづくり （1）中心市街地

中心部（駅前～一番町）の商圏は縮小している 

➤ 吸引人口は一貫して減少傾向が続いており、20年前の約 15％にまで縮小している。 

 
 ５ 中心部商圏の吸引人口

出典：宮城県の商圏（宮城県） 

注：吸引人口＝商圏人口に買回品の購買先支持率を乗じて得た数値。 

平均吸引率＝吸引人口を商圏人口で除して得た数値。 
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宮城県商店街空き店舗実態調査 

12.まちづくり （1）中心市街地

商店街の空き店舗率は 2.7％ 

➤ 震災前は徐々に空き店舗率が上昇していたが、H26年度以降の別調査では低下した。 

 
 ６ 空き店舗率

出典：宮城県商店街実態調査（宮城県） 

注：H22年までは「宮城県商店街空き店舗実態調査」として実施。 

宮城県商店街実態調査 
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12.まちづくり （1）中心市街地

地価は近年上昇が続いている 

➤ 最高価格は「青葉区中央１丁目」。 

 
 ７ 地価

全用途平均価格 

出典：宮城県地価ハンドブック（一般社団法人宮城県不動産鑑定士協会） 

注：各年 1月 1日。 

最高価格 

住宅平均価格 
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12.まちづくり （2）インフラ

平成 29年度末で 50年を経過した下水道管は 277km 
➤ 今後、50年を経過する下水管（S40～S50年代に整備）は急激に増加していく 

見込みである。 

 
 １ 整備から長期経過した下水道管

H29年度末の累計延長は 4,844km 

出典：建設局資料 

50年経過した下水道管 

277km 

（km） （km） 

（年度） 
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12.まちづくり （2）インフラ

平成 29年度末で 50年以上経過した橋梁は 185橋 
➤ 今後、50年を経過する橋梁（S40～S50年代に整備）は急激に増加していく 

見込みである。 

 
 ２ 供用後 50年以上経過した橋梁

出典：仙台市橋梁長寿命化修繕計画（建設局） 

注：累計橋梁数は、本市内に所在する橋梁のうち、ＮＥＸＣＯ等が管理者である橋、現存しない橋、既に撤去された橋などは除く数値。 

50年経過した橋梁 

185橋 

H29年度末の累計橋梁数は 930橋 

（橋） 



- 224 - 

0

500

1,000

1,500

2,000

0

50

100

150

S
4
2
以
前

S
4
3

S
4
4

S
4
5

S
4
6

S
4
7

S
4
8

S
4
9

S
5
0

S
5
1

S
5
2

S
5
3

S
5
4

S
5
5

S
5
6

S
5
7

S
5
8

S
5
9

S
6
0

S
6
1

S
6
2

S
6
3

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6

H
2
7

H
2
8

H
2
9

当該年開設公園数 開設公園数（累計）

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.まちづくり （2）インフラ

平成 29年末で 30年を経過した公園は 770箇所 

➤ 今後、30年を経過する公園は増加していく見込みである。 

 
 ３ 開設後長期経過した公園

出典：建設局資料 

注：当該年開設公園数は、開設の公示年で集計。 

30年経過した公園数 

770箇所 

H29年末の累計公園数は 1,781箇所 

（箇所） （箇所） 

（年度） 
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12.まちづくり （2）インフラ

都市計画道路の整備率は約 85％ 

➤ この 10年ほどで約 20 ポイント上昇している。 

 
 ４ 都市計画道路整備率

出典：【上】道路部事業概要（建設局）、【下】大都市道路整備促進協議会資料（平成 28年度末現在） 

注：【上下】仙台市は概成済も整備済に含めて整備率を算出している。 

（H28年度末、％） 
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4位 
（20政令市中） 
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12.まちづくり （2）インフラ

公共施設（建築物）の延べ床面積の総計は約 359万㎡ 

➤ 学校教育施設が約４割、市営住宅が約２割を占める。 

➤ 築 30年以上の施設は約４割に達しており、今後はさらに増加していく。 

見込みである。 

 
 ５ 公共施設の整備状況

出典：平成 29年度 仙台市 公共施設の「見える化」－公共施設のいま－（財政局） 

注：下水道事業、各公営企業（水道、交通、ガス、市立病院）で整備した施設を除く。 

   床面積は各年度に整備した床面積であり、既に廃止や更新された床面積を含む。 

（年度） 

（万㎡） 


